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令和４年11月１日

秋のローズフェスタ開催中秋のローズフェスタ開催中
11月13日（日）まで　エコパーク水俣バラ園11月13日（日）まで　エコパーク水俣バラ園
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●
物
価
高
騰
等
の
影
響
に
伴
う
副
食
の
原
材
料
費
等
補

助
金 

４
４
５
万
円

　

食
材
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
市
内
保
育
園

等
に
お
い
て
、
安
定
的
な
給
食
の
提
供
継
続
を
図

る
た
め
、
副
食
原
材
料
費
等
高
騰
分
相
当
額
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。

●
旧
湯
出
中
学
校
改
修
工
事 

５
７
１
万
円

　

地
域
避
難
所
と
し
て
、
ト
イ
レ
改
修
・
空
調
設

備
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

●
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
購
入
費４

８
０
万
円

　

市
内
小
中
学
校
の
特
別
教
室
24
か
所
に
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
学
校
給
食
会
計

補
助
金 

１
６
６
８
万
円

　

食
材
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
市
内
小
・
中

学
校
に
お
い
て
、
安
定
的
な
給
食
の
提
供
継
続
を

図
る
た
め
、
食
材
費
高
騰
分
相
当
額
等
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。

７月臨時会の報告７月臨時会の報告
専決処分により承認、可決された補正予算など専決処分により承認、可決された補正予算など

【令和４年度会計別補正予算】 （千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計（第５号）（専決） ４，４００ １５，３６２，９６５

一般会計（第６号） １３９，５２６ １５，５０２，４９１

病院事業（第１号）（収益的収入） ６，８９１ ７，６３９，２４５

病院事業（第１号）（収益的支出） ６，８９１ ７，６２２，２４９

病院事業（第１号）（資本的収入） １，８１５ ５０５，２６９

病院事業（第１号）（資本的支出） １，８１５ １，０６９，１３１

 

総
務
産
業
委
員
会 

●
公
共
交
通
バ
ス
燃
料
費
高
騰
分
補
て
ん
補
助
金

 

３
２
３
万
円

　

燃
料
費
高
騰
に
よ
る
経
費
増
額
分
を
補
て
ん
す
る

も
の
で
す
。

（
対
象
）
南
国
バ
ス
・
産
交
バ
ス
・
み
な
く
る
バ
ス

●
森
林
施
業
燃
料
高
騰
対
策
支
援
事
業
補
助
金６

５
０
万
円

　

造
林
計
画
の
あ
る
伐
採
や
育
林
を
行
う
個
人
（
上

限
10
万
円
）
や
法
人
（
上
限
50
万
円
）
に
燃
料
費
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

●
交
通
事
業
者
経
営
強
化
支
援
事
業
補
助
金

２
９
７
万
円

　

地
元
観
光
バ
ス
事
業
者
の
支
援
と
と
も
に
、
国
内

在
住
の
台
湾
人
を
対
象
に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

 

厚
生
文
教
委
員
会 

●
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
（
専
決
）

４
４
９
万
円

　

中
尾
山
簡
易
水
道
組
合
に
対
し
、
簡
易
水
道
整
備

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
総
事
業
費
の
約

２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

主

な

補

正

主

な

補

正
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議案の審議結果

会派 真志会
自由民主党
自民会派

無限21 日本共産党
市政創造
クラブ

公
明
党 結　

　

果
議
員
名

真
野　

頼
隆

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

谷
口　

明
弘

松
本　

和
幸

岩
村　

龍
男

田
口　

憲
雄

田
中　

睦　

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　

朱　

岩
阪　

雅
文

渕
上　

茂
樹

牧
下　

恭
之

賛
否 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 □否 □否 □否 〇賛 〇賛 議長 原案

可決

討
論

（反対討論）
●本補正予算では、マイナンバーカード取得促進のための費用として約960万円が計上されている。
本来「任意」であるはずのマイナンバーカードの取得に、これだけの予算をかけることは、もは
や取得の「強制」と言わざるを得ない。「住民の個人情報を守る」という点からも、「マイナンバー
カードの取得促進のための予算」には反対である。
（賛成討論）
●これから自治体に求められるのは、デジタル技術やＡＩなどを活用して業務効率化を図り、そこ
で生まれた時間やマンパワーを、いかに行政サービスの更なる向上につなげるかであり、マイナ
ンバーの普及促進は欠かせないことから賛成である。

令和４年度水俣市一般会計補正予算（第６号）令和 年度水俣市 般会計補 予算（第 号）

賛 否 の 分 か れ た 議 案
 

総
務
産
業
委
員
会 

●
水
俣
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
水
俣
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

 

総
務
産
業
委
員
会 

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

 

２
７
５
０
万
円

 

厚
生
文
教
委
員
会 

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
申
請
消
耗

品
費
等 

３
０
５
０
万
円

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ
た
方
へ
付
与
す
る

５
千
円
分
の
商
品
券
発
行
予
定
の
費
用

で
す
。

●
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整

備
補
助
金
及
び
介
護
基
盤
緊
急
整
備
特

別
対
策
事
業
補
助
金

 

２
７
４
９
万
円

　

防
災
・
減
災
の
た
め
、
市
内
４
か
所

の
福
祉
施
設
に
て
自
家
発
電
設
備
の
設

置
等
の
施
設
整
備
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
強
化
に
か
か
る
も
の
で
す
。

主

な

補

正

主

な

補

正

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

９月定例会の報告９月定例会の報告
専決処分により承認、可決された補正予算・条例など専決処分により承認、可決された補正予算・条例など

【令和４年度会計別補正予算】 （千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計（第７号）（専決） １５，５００ １５，５１７，９９１

一般会計（第８号） ９１，１９０ １５，６０９，１８１

国民健康保険（第２号） １２５ ３，７７０，６３８

後期高齢者医療（第２号） ６５５ ４６４，４６０

介護保険（第２号） ６６，４７７ ３，９８５，９７０

病院事業（第２号）（資本的収入） １０４，９２６ ６１０，１９５

病院事業（第２号）（資本的支出） ６０，９６０ １，１３０，０９１
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総
務
産
業
委
員
会 

●
生
態
系
に
配
慮
し
た
渚
造
成
整
備
（
護
岸

そ
の
６
）
工
事

　

工
事
内
容　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工
事
、

　
　
　
　
　
　

基
礎
捨
石
設
置
工
事
、
被
覆

石
設
置
工
事

　

契
約
金
額　

１
億
９
６
４
６
万
円

　

契
約
先　

岩
井
・
永
吉
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

　

代
表
者　

株
式
会
社
岩
井
建
設

　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

廣
島
康
雄

 

厚
生
文
教
委
員
会 

●
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数
改

善
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
３
年
度
政

府
予
算
編
成
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請

の
陳
情
に
つ
い
て

　

（
継
続
審
査
）

議案の審議結果

会派 真志会
自由民主党
自民会派

無限21 日本共産党
市政創造
クラブ

公
明
党

結　
　

果議
員
名

真
野　

頼
隆

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

谷
口　

明
弘

松
本　

和
幸

岩
村　

龍
男

田
口　

憲
雄

田
中　

睦　

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　

朱　

岩
阪　

雅
文

渕
上　

茂
樹

牧
下　

恭
之

賛
否 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 □否 □否 □否 □否 □否 〇賛 〇賛 議長 原案

可決

令和４年度水俣
市一般会計補正
予算（第８号）

（反対討論）

●本補正予算にはマイナンバーカード取得促進のための商品券発行費用が計上されている。
年金が減り、物価が高騰する中、市民にとって５千円の商品券はたいへん魅力だが、マ
イナンバーカード取得と引き換えという設定は不公平である。あくまで「任意」である
はずのカード取得を促すために貴重な予算を使う正当性はなく同意できない。

賛
否 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 □否 〇賛 〇賛 〇賛 〇賛 議長 原案

可決

工事請負契約の
締結について

（反対討論）

●汽水域、つまり、河川水と海水が交わる混合部分の埋め立ては、その海域への環境汚染
と漁業資源への影響が大きいと考える。また、埋め立て後の土地利用の具体的な計画は
なく、費用対効果についても納得がいかないので反対である。

《特別委員会の設置》
●一般会計決算特別委員会を設置（定数７人）

所管事項 正副委員長 委　　　員

令和３年度水俣市一般会計
決算認定について

（正）岩阪　雅文 平岡　　朱 藤本　寿子 松本　和幸

（副）桑原　一知 杉迫　一樹 谷口　明弘

賛 否 の 分 か れ た 議 案

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結

陳

情

陳

情
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（７月臨時会）
専決処分の報告及び承認１件、補正予算１件

●議第61号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第５号中付託分について

質疑―中尾山簡易水道組合の受益者は何世帯か
答弁―９世帯である。

●議第62号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第６号中付託分について

質疑―森林施業燃料高騰対策支援事業補助金の内
容及び漁業関係者への支援は

答弁―今回の補助金は再造林や間伐を行う事業者
を対象として燃料費の一部を補助するもの
である。また、漁業関係者への燃料費補助
は、当初予算で計上している。

質疑―水俣周遊デジタルスタンプラリーについて、
参加する事業者はどのように選定するのか

答弁―みなまた観光応援券に登録した事業者を中
心に考えている。

質疑―旅館再生マッチングツアー事業補助金の対
象は

答弁―旅館の後継者はいないが、旅館業の存続を
希望する事業者に対して支援を行う。

質疑―交通事業者経営強化支援事業補助金の目的は
答弁―地元観光バス事業者の支援とともに、ＴＳ

ＭＣの菊陽町進出を見据え、国内在住の台
湾の方を対象にモニターツアーなどを実施
し、水俣の魅力をいち早く知ってもらい、
宿泊や観光につなげていく。

（９月定例会）
専決処分の報告及び承認１件、条例の一部改正２
件、補正予算１件、契約の締結１件

●議第68号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第８号中付託分について

質疑―歳入の新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金の用途は

答弁―10月以降に実施するマイナンバーカード取
得推進のための商品券配布に係る経費の一
部への充当である。

質疑―同臨時交付金が結果的にマイナンバーカー
ド取得推進のための商品券配布に全額使わ
れるのか

答弁―その通りである。
質疑―体育施設管理委託料の債務負担行為限度額

を増額する理由は
答弁―人件費の増額と燃料費の高騰が見込まれる

ためである。

●議第73号　工事請負契約の締結について
質疑―工事期間は
答弁―令和４年９月29日から令和５年３月31日まで。

（７月臨時会）
専決処分の報告及び承認１件、補正予算２件

●議第61号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第５号中付託分について

質疑―簡易水道施設整備事業費補助金の補助基準は
答弁―簡易水道整備事業費補助金交付要綱に基づ

き、５世帯以上の簡易水道組合に対して、
１世帯当たり100万円を上限として、総事
業費の約２分の１を市が補助している。

●議第62号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第６号中付託分について

質疑―マイナンバーカードの取得促進に関して、
保険証や公金の口座をひもづけた場合のメ
リットは

答弁―医療機関での受診や薬の情報をすぐに引き
出せることが可能となったり、児童手当な
どの国からの支給や災害時の支給が即座に
可能となる。

質疑―旧湯出中学校の改修について、避難所とし
てトイレ改修のほか、エアコン設置は考え
ていないか

答弁―高齢化が進んでいる地区でもあるため、避
難所として重要であり空調設備の整備も
行っていく。

質疑―新型コロナウイルス感染症対策学校給食会
計補助金に関する食材費値上げの根拠は

答弁―物価上昇率等についてはまだ不透明である
が、先月出された帝国データバンクの価格
改定動向調査の速報を参考に、令和３年度
と比較して物価上昇率15パーセントまで対
応できるよう算定している。

（９月定例会）
補正予算５件、陳情１件（継続）

●議第68号　令和４年度水俣市一般会計補正予算
第８号中付託分について

質疑―新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立
支援事業の事業内容と実績、効果は

答弁―新型コロナの影響で収入が減少し、社会福
祉協議会から貸付を受けてもなお困窮が続
いている世帯に対し給付している。実績は、
１人世帯に５件、２人世帯に２件、３人世
帯に１件給付をしている。また、新規で１
人世帯に２件給付しており、生活保護の受
給には至らない世帯に対して、第２のセー
フティネットとしての効果がでている。

質疑―在宅の障がい児者等の生活実態調査の方法
及び結果の公表は

答弁―市から委託した調査員が調査地区内の世帯
を訪問し、対象者の有無を確認後、調査票
の記入及び郵送による提出をお願いする。
原則は本人の記入であるが、点字版の調査
票や手話通訳者の派遣、代筆等、状況に配
慮しながら行う。結果については、厚生労
働省のホームページに掲載される。

＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

厚生文教 総務産業 正）小路・田中・渕上・真野
副）田口・平岡・木戸・岩阪

正）桑原・牧下・杉迫・岩村
副）松本・高岡・藤本・谷口
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あなたのあなたの声声
　　　　　 を市政に　　　　　 を市政に

各議員の写真の下の二次元
コードをスマートフォンな
どで読み取ると、その議員
の一般質問の動画をご覧い
ただけます。
※視聴の際のデータ通信料は
利用者の負担となります。

紙面から動画
にリンク

●谷口　明弘

　１．水俣市社会福祉法人等による生計困難者等に
対する介護保険サービスに係る利用者負担
額軽減制度について

　２．医療機器メーカーの子会社による医療機器不
正問題について

　３．小中学校の再編成と義務教育学校について

●田口　憲雄

　１．こども家庭庁の創設に伴う本市の組織体制に
ついて

　（１）いきいき健康課の組織、業務について
　（２）福祉課の組織、業務について
　（３）児童生徒に対する相談について

●田中　睦

　１．コロナ禍における学校現場の状況について
　２．新型コロナウイルス感染者の避難所の利用に

ついて
　３．簡易抗原検査について
　４．森林伐採と洪水防止対策について
　５．市政情報の発信等について
　６．学校現場における働き方改革について

●平岡　朱

　１．経済的に厳しさを増す市民生活の負担軽減に
ついて

　２．多様な「性」を生きる人たちが暮らしやすい
社会の実現について

　３．誰もが安心して利用できる生理用品の設置に
ついて

　４．水俣病問題について

●岩阪　雅文

　１．新型コロナウイルス感染症に対する具体的対
応について

　２．熊本県民体育祭水俣市・葦北郡大会開催の状
況について

　３．恋路島と水俣湾の具体的利活用について

●高岡　朱美

　１．不登校児童・生徒に対する学習機会の保障に
ついて

　２．食糧増産の取組について
　３．水俣市後援等承認申請の取扱いについて

●木戸　理江

　１．市民の暮らしやすさについて
　２．本市の下水処理について
　３．子どもたちの暮らし方と学びの機会について
　４．本市の観光振興策について
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小
中
学
校
の
再
編
成
と

義
務
教
育
学
校
つ
い
て

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の

子
会
社
に
よ
る
医
療
機

器
不
正
問
題
に
つ
い
て

水
俣
市
社
会
福
祉
法
人
等

に
よ
る
生
計
困
難
者
等
に

対
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
利
用
者
負
担
額

軽
減
制
度
に
つ
い
て

問　

こ
の
制
度
は
ど
の
よ

う
な
制
度
か

答　

こ
の
制
度
は
、
低
所

得
で
生
計
が
困
難
な
方
に

対
し
て
、
必
要
な
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
さ
れ

な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
う
社
会
福
祉
法
人
等
が
、

そ
の
社
会
的
な
役
割
の
一

環
と
し
て
、
利
用
者
負
担

額
を
軽
減
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
市
で
は
、
５
つ
の

法
人
で
利
用
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　

軽
減
の
割
合
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
や
食
費
、

居
住
費
、
宿
泊
費
に
係
る

利
用
者
負
担
額
の
４
分
の

１
、
生
活
保
護
受
給
者
に

つ
い
て
は
全
額
と
な
る
。

　

軽
減
の
対
象
者
は
、
生

活
保
護
受
給
者
に
加
え
て
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
者

で
あ
っ
て
、
年
間
収
入
額

が
単
身
世
帯
で
１
５
０
万

円
以
下
、
預
貯
金
等
の
額

が
３
５
０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。
さ
ら
に
、
住
居

な
ど
日
常
生
活
の
た
め
に

必
要
な
資
産
以
外
に
活
用

で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と
、

負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
介
護
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と
、
こ
れ

ら
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
方
が
対
象
と
な
る
。

問　

こ
の
制
度
の
さ
ら
な

る
周
知
徹
底
が
必
須
で
あ

る
と
思
う
。
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か答　

法
人
と
協
力
し
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ

制
度
の
利
用
を
促
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
わ
か

り
や
す
い
周
知
と
併
せ
て
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の

関
係
者
へ
の
周
知
を
定
期

的
に
行
う
な
ど
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　

島
津
製
作
所
の
子
会

社
で
あ
る
島
津
メ
デ
ィ
カ

ル
シ
ス
テ
ム
ズ
熊
本
営
業

所
の
社
員
が
熊
本
県
内
の

公
立
病
院
に
納
入
し
て
い

る
Ｘ
線
撮
影
装
置
に
、
不

具
合
が
出
る
よ
う
に
細
工

を
施
し
、
被
害
に
あ
っ
た

病
院
側
は
修
理
費
と
し
て

約
２
２
８
万
円
を
支
払
っ

た
と
い
う
事
件
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
療

機
器
は
問
題
な
い
の
か

答　

本
件
に
よ
り
、
当
セ

ン
タ
ー
の
医
療
機
器
設
備

安心して受診できる医療センター
であるために

に
お
け
る
診
療
、
検
査
に

影
響
は
な
く
、
誤
診
や
医

療
事
故
を
生
む
可
能
性
は

な
い
と
考
え
る
。
地
域
住

民
の
皆
様
に
は
安
心
し
て

受
診
い
た
だ
き
た
い
。

問　

医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら

島
津
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ

ム
ズ
に
申
し
入
れ
た
再
調

査
の
結
果
は
公
表
可
能
か

答　

再
調
査
結
果
が
提
出

さ
れ
次
第
、
公
表
し
た
い
。

谷口　明弘  議員

（真志会）

問　

市
内
の
小
中
学
校
が

統
廃
合
さ
れ
10
年
以
上
が

経
過
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
総
括
し
て
い
る
か

答　

子
ど
も
に
よ
り
よ
い

教
育
を
受
け
さ
せ
、
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
、
確
か
な

学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

た
め
の
教
育
環
境
の
充
実
、

教
育
水
準
の
維
持
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
併
せ

て
施
設
整
備
に
係
る
歳
出

削
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
部
活
動
に
お

い
て
も
、
選
択
肢
の
幅
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

問　

令
和
４
年
度
と
令
和

10
年
度
の
比
較
で
児
童
生

徒
数
の
推
移
予
測
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

答　

小
学
校
に
関
し
て
第

一
小
学
校
は
４
６
１
人
か

ら
３
２
３
人
。
久
木
野
小

学
校
は
14
人
か
ら
２
人
の

予
定
。
他
の
小
学
校
は
ほ

ぼ
現
状
維
持
。
次
に
中
学

校
に
つ
い
て
、
第
一
中
学

校
は
現
状
維
持
。
第
二
中

学
校
は
１
９
９
人
か
ら

１
５
７
人
。
袋
中
学
校
は

１
０
１
人
か
ら
71
人
。
緑

東
中
学
校
は
、
現
状
維
持

の
予
定
で
あ
る
。
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い
き
い
き
健
康
課
の
組

織
、
業
務
に
つ
い
て

児
童
生
徒
に
対
す
る

相
談
に
つ
い
て

福
祉
課
の
組
織
、

業
務
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
、
家
庭
状
況

に
つ
い
て
、
過
去
５
年
間

の
水
俣
市
の
子
ど
も
の
出

生
数
の
変
化
は
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。
ま
た
、
全
国

的
な
状
況
は
ど
う
か

答　

本
市
の
出
生
数
は
、

平
成
28
年
１
７
５
人
、
平

成
29
年
１
７
５
人
、
平
成

30
年
１
４
３
人
、
令
和
元

年
１
４
０
人
、
令
和
２
年

に
は
１
３
４
人
と
な
っ
て

お
り
、
５
年
間
で
約
23
％

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
国
の
出
生
数
は
、
平
成

28
年
97
万
６
千
人
、
平
成

29
年
94
万
６
千
人
、
平
成

30
年
91
万
８
千
人
、
令
和

元
年
86
万
５
千
人
、
令
和

２
年
84
万
人
と
な
っ
て
お

り
、
全
国
的
に
も
５
年
間

で
約
14
％
減
少
し
て
い
る
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
な
ど
、
い

き
い
き
健
康
課
の
業
務
負

担
増
に
伴
う
組
織
、
人
員
、

業
務
内
容
の
見
直
し
の
認

識
は
い
か
が
か

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
伴
う
対
応
が
、

長
期
化
し
業
務
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
も
必
要

な
人
的
配
置
、
担
当
課
内

や
部
内
で
流
動
的
に
応
援

を
行
う
な
ど
、
現
在
の
体

制
の
中
で
対
応
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
組
織
体

制
等
は
、
全
庁
的
な
視
点

の
中
で
検
討
し
て
い
く
が
、

各
部
署
の
業
務
状
況
は

し
っ
か
り
把
握
し
た
上
で
、

今
後
も
必
要
な
体
制
を
整

え
て
い
く
。

問　

こ
ど
も
家
庭
庁
創
設

子どもは地域の宝　すべての妊産婦、
子育て世代、子どもに一体的な相談窓口を

田口　憲雄  議員

（自由民主党　自民会派）

に
伴
う
本
市
の
対
応
は
い

か
が
か
。
ま
た
、
い
き
い

き
健
康
課
の
組
織
、
業
務

の
再
検
討
と
併
せ
て
、
こ

ど
も
家
庭
庁
創
設
に
合
わ

せ
た
本
市
の
組
織
改
編
、

人
的
体
制
の
充
実
を
加
速

す
べ
き
で
は
な
い
か

答　

国
は
、
こ
ど
も
家
庭

庁
創
設
に
合
わ
せ
、
市
区

町
村
に
お
い
て
令
和
５
年

度
末
ま
で
に
、
既
存
の
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

と
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
見
直
す
と
し

て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
や
機

能
は
維
持
し
た
上
で
、
全

て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世

代
、
子
ど
も
に
対
し
て
、

一
体
的
に
相
談
支
援
を
行

う
機
能
を
有
す
る
機
関
と

し
て
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
努
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
、
詳
細
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
本
市
で
は
、

既
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
設
置
へ
向
け
て
、
昨

年
12
月
か
ら
福
祉
課
、
い

き
い
き
健
康
課
の
関
係
部

署
で
検
討
を
始
め
て
い
る
。

問　

こ
ど
も
家
庭
庁
創
設

に
伴
う
組
織
の
改
編
の
際

は
、
教
育
委
員
会
の
更
な

る
関
与
と
連
携
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
市
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
連
携
を

と
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
具

体
的
連
携
方
策
は

答　

現
在
、
本
市
に
お
い

て
は
、
福
祉
部
門
で
「
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」
に
よ
り
、
虐
待
を
受

け
た
子
ど
も
を
始
め
と
す

る
要
保
護
児
童
等
の
早
期

発
見
や
適
切
な
保
護
を
図

る
た
め
に
、
関
係
機
関
で

情
報
交
換
や
支
援
内
容
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
部
門
で
は

「
水
俣
市
幼
稚
園
・
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
小

学
校
・
中
学
校
連
絡
協
議

会
」
に
よ
り
、
関
係
者
に

よ
る
情
報
共
有
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
通
じ
た
、
き
め
細
や
か

な
連
携
体
制
に
よ
り
、
子

ど
も
と
そ
の
家
庭
を
支
援

す
る
取
組
を
進
め
て
お
り
、

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
を
継
続
し
つ
つ
、
子
ど

も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え

た
有
機
的
・
建
設
的
な

組
織
改
編
を
視
野
に
入

れ
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
下
で
の
一
体
的
な

相
談
支
援
体
制
の
在
り
方

を
考
え
て
い
く
。
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問　

コ
ロ
ナ
対
応
に
よ
る

先
生
の
負
担
が
増
え
て
い

る
が
、
負
担
軽
減
の
手
立

て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　

マ
ス
ク
や
消
毒
の
徹

底
、
陽
性
者
の
報
告
な
ど

が
あ
る
が
、
特
定
の
職
員

が
行
う
の
で
は
な
く
、
分

担
し
て
行
う
よ
う
に
し
て

い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス
ク

軽
減
の
た
め
に
も
、
掃
除
、

特
に
ト
イ
レ
掃
除
の
外
部

委
託
は
で
き
な
い
か

答　

マ
ス
ク
着
用
や
換
気
、

手
洗
い
等
、
感
染
対
策
を

講
じ
て
お
り
、
外
部
委
託

は
考
え
て
い
な
い
。

問　

感
染
者
や
濃
厚
接
触

者
の
避
難
所
で
の
受
け
入

れ
態
勢
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か

答　

も
や
い
館
で
受
け
入

れ
、
一
般
の
避
難
者
と
は

別
の
部
屋
に
入
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
い
る
。
移

動
手
段
が
な
い
場
合
は
、

保
健
所
に
相
談
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

問　

森
林
伐
採
に
よ
り
山

林
の
保
水
力
が
低
下
し
、

洪
水
を
引
き
起
こ
す
要
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
市
の
洪
水

防
止
対
策
は
ど
う
か

答　

森
林
伐
採
に
つ
い
て

は
、
市
の
森
林
整
備
計
画

に
基
づ
い
て
森
林
の
育
成

学校からの勤務時間の報告
正確とは言い難い

を
図
り
、
山
林
の
保
水
力

を
高
め
る
こ
と
で
森
林
機

能
の
維
持
増
進
が
図
ら
れ

洪
水
防
止
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
河
川
に
つ

い
て
は
、
県
も
市
も
堆
積

し
た
土
砂
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
や
護
岸

の
か
さ
上
げ
を
行
っ
て
い

る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校

現
場
の
状
況
に
つ
い
て

森
林
伐
採
と
洪
水
防
止

対
策
に
つ
い
て

市
政
情
報
の
発
信
等

に
つ
い
て

学
校
現
場
に
お
け
る
働

き
方
改
革
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
避
難
所
の
利

用
に
つ
い
て

問　

高
齢
者
ス
マ
ホ
普
及

事
業
は
交
付
金
が
不
採
択

と
な
り
実
施
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
が
、
事
業

見
直
し
や
他
の
財
源
を
探

し
た
り
は
し
な
か
っ
た
の

か
。
予
算
計
上
し
た
事
業

が
で
き
な
く
な
っ
た
の
だ

田中　睦  議員

（無限21）

か
ら
、
議
会
へ
の
報
告
や

説
明
を
す
べ
き
で
は
な
い

か答　

国
の
別
の
事
業
を
活

用
し
、
民
間
と
協
力
し
て

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
議
決
さ
れ
た
範
囲

内
の
予
算
執
行
は
市
長
の

裁
量
で
で
き
る
。
実
施
し

な
い
事
業
に
つ
い
て
は
必

要
に
応
じ
て
補
正
予
算
案

を
提
出
し
て
説
明
す
る
。

問　

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

つ
い
て
、
市
民
か
ら
の
通

報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。
災
害
時
の
が

け
崩
れ
や
道
路
陥
没
、
河

川
の
増
水
情
報
な
ど
、
画

像
を
添
え
て
送
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
市
も
迅
速
な

対
応
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か

答　

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

市
か
ら
の
情
報
発
信
を
目

的
に
導
入
し
た
。
現
時
点

で
の
導
入
予
定
は
な
い
。

問　

勤
務
時
間
の
記
録
は

正
確
に
な
さ
れ
て
い
る
か

答　

誤
っ
た
申
告
が
な
さ

れ
た
と
い
う
報
告
は
な
い

の
で
、
正
確
に
記
録
さ
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

組
合
の
調
査
で
は
、

昨
年
は
中
学
校
の
先
生
の

８
割
近
く
が
正
確
に
記
録

さ
れ
て
い
な
い
と
答
え
て

い
る
。
勤
務
時
間
を
少
な

め
に
報
告
し
た
人
が
い
る
。

正
確
と
は
言
い
難
い
と
考

え
る
が
、
ど
う
か

答　

過
少
申
告
の
報
告
は

な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な

事
例
は
な
い
と
考
え
る
。

問　

正
確
に
報
告
し
て
い

な
い
と
言
う
者
が
い
る
は

ず
が
な
い
。
も
っ
と
実
態

を
つ
か
む
よ
う
に
し
て
は

ど
う
か

答　

議
員
か
ら
の
意
見
を

各
校
に
周
知
す
る
の
で
、

改
め
て
調
査
は
行
わ
な
い
。
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平岡　朱  議員

（日本共産党）

水
俣
病
問
題
に
つ

い
て

経
済
的
に
厳
し
さ
を

増
す
市
民
生
活
の
負

担
軽
減
に
つ
い
て

多
様
な
「
性
」
を
生
き
る

人
た
ち
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
実
現
に
つ
い
て

誰
も
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
生
理
用
品
の
設

置
に
つ
い
て

問　
水
俣
病
に
係
る
特
別

調
整
交
付
金
に
つ
い
て
、
自

治
体
に
負
担
が
生
じ
な
い

よ
う
国
に
対
し
１
０
０
％

の
交
付
を
要
望
す
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か

答　

機
会
が
あ
る
ご
と
に

国
へ
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
。

問　

国
民
健
康
保
険
税
に

お
い
て
18
歳
以
下
の
均
等

割
を
減
免
す
る
場
合
、
税

の
総
額
は
５
３
０
万
円
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
市

で
も
減
免
を
行
っ
て
は
ど

う
か

答　

全
国
市
長
会
や
知
事

会
で
制
度
拡
充
に
つ
い
て

の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

問　

以
前
「
性
別
欄
が
必

要
な
い
書
類
」
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
う
た
め
の
調

査
を
行
う
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
実
際
に
見
直

さ
れ
た
書
類
は
あ
る
か

答　

性
別
の
記
載
が
あ
る

申
請
書
類
等
の
調
査
を
全

庁
的
に
行
っ
た
。
性
別
記

載
の
必
要
の
な
い
書
類
に

つ
い
て
順
次
対
応
す
る
。

問　

本
市
で
も
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を
導

入
し
て
は
ど
う
か

答　

ま
ず
は
具
体
的
な
事

例
な
ど
を
収
集
し
つ
つ
課

題
を
整
理
し
研
究
し
て
い

き
た
い
。

学校のトイレに生理用品の設置を

問　

熊
本
県
は
県
立
学
校

の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
設
置
す
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
。
本
市
で
も

試
験
的
に
設
置
し
て
は
ど

う
か

答　

保
健
室
に
設
置
す
る

こ
と
が
適
切
と
考
え
て
お

り
、
試
験
的
な
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。

問　

せ
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
は
ど
う
か

答　

各
学
校
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
か
ら
生
理
用
品
を

ト
イ
レ
に
設
置
し
て
ほ
し

い
と
の
報
告
は
な
い
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
す
る
。

問　

現
に
困
っ
て
い
る
児

童
生
徒
が
い
る
か
ら
質
問

で
取
り
上
げ
て
い
る
。
私

も
中
学
生
の
娘
を
持
つ
保

護
者
の
一
人
だ
。
ニ
ー
ズ

調
査
も
し
て
い
な
い
の
に

な
ぜ
保
健
室
へ
の
常
備
が

適
切
と
考
え
る
の
か

答　

児
童
生
徒
の
対
話
の

中
で
体
調
や
生
活
状
況
を

確
認
し
保
健
指
導
に
つ
な

げ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

保
健
室
に
常
備
す
る
こ
と

が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

市
長
は
ど
の
よ
う
な

方
々
を
水
俣
病
の
「
被
害

者
」
だ
と
思
う
か

答　

特
措
法
で
「
公
健
法

に
基
づ
く
判
断
条
件
を
満

た
さ
な
い
も
の
の
救
済
を

必
要
と
す
る
方
々
」
と
定

義
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

「
救
済
を
必
要
と
す
る

方
々
」
が
「
被
害
者
」
だ

と
考
え
る
。

問　

救
済
を
必
要
と
し
て

裁
判
を
起
こ
さ
れ
た
方
々

も
被
害
者
で
あ
る
と
い
う

認
識
で
よ
い
か

答　

公
健
法
で
、
被
害
者

を
救
済
す
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
方
は
そ
こ

に
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
裁
判
を
し
て
い

る
方
は
含
ま
れ
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

問　

現
在
、
国
が
脳
磁
計

と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
た
手
法

の
開
発
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
の
調
査
研
究
に
か
か
っ

た
費
用
は
い
く
ら
か
。
ま

た
一
日
何
人
の
検
査
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
か

答　

調
査
研
究
に
か
か
っ

た
費
用
は
総
額
16
億
３
４

３
０
万
円
で
、
一
日
２
人

の
検
査
が
可
能
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

問　

市
長
は
、
映
画
「
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
を
観

た
か

答　

今
現
在
観
て
い
な
い
。
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恋
路
島
と
水
俣
湾
の
具
体

的
利
活
用
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
具
体
的
対

応
に
つ
い
て

問　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
第

７
波
の
状
況
は

答　

８
月
下
旬
の
収
束
ま

で
の
間
に
、
職
員
、
患
者

を
合
わ
せ
た
陽
性
者
の
累

計
は
１
２
４
人
。
お
盆
前

に
は
80
人
を
超
え
る
職
員

の
欠
勤
が
あ
り
、
一
部
の

一
般
病
棟
で
も
コ
ロ
ナ
対

応
病
棟
と
し
て
対
応
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
厳
し
い
状
況
の

中
、
救
急
受
け
入
れ
の
制

限
、
緊
急
、
準
緊
急
で
な

い
手
術
の
抑
制
、
新
規
入

院
の
抑
制
、
退
院
転
院
の

促
進
、
１
病
棟
の
閉
鎖
、

外
来
診
療
の
一
週
間
中
止

で
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
対

応
し
て
き
た
。

問　

第
７
波
に
よ
っ
て
病

床
利
用
に
ど
う
影
響
が

あ
っ
た
か

答　

１
病
棟
の
閉
鎖
等
を

行
い
、
約
２
３
０
人
の
入

院
患
者
を
約
１
６
０
人
ま

で
縮
小
し
、
医
療
体
制
を

維
持
し
た
。

問　

こ
の
状
況
が
続
い
た

場
合
ど
う
な
る
か

答　

感
染
拡
大
は
収
束
に

向
か
っ
て
い
る
の
で
、
救

急
、
手
術
、
外
来
診
療
の

体
制
は
戻
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
欠
勤
者
や
陽
性

者
の
入
院
が
続
く
場
合
、

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
で
１
病

棟
の
閉
鎖
は
続
く
。

問　

感
染
症
対
策
本
部
会

議
へ
の
医
療
機
関
か
ら
の

専
門
的
意
見
は
ど
う
取
り

入
れ
て
い
る
か

答　

必
要
に
応
じ
て
取
り

入
れ
て
い
る
。
情
報
を
共

有
し
、
現
在
の
ま
ま
の
メ

ン
バ
ー
で
対
応
す
る
。

問　

在
宅
療
養
の
支
援
体

制
、
在
宅
で
な
い
場
合
の

移
動
場
所
、
移
動
手
段
は

ど
う
か

答　

基
本
的
に
は
本
人
、

家
族
で
対
応
。
そ
の
他
必

要
な
場
合
は
保
健
所
に
お

い
て
対
応
す
る
。

問　

学
校
、
保
育
園
、
院

内
保
育
、
高
齢
者
施
設
の

感
染
対
策
は
ど
う
か

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で

各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
国

等
か
ら
の
通
知
に
基
づ
い

て
具
体
的
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
。

問　

令
和
３
年
度
決
算
の

収
益
的
収
支
は
黒
字
で
あ

る
。
平
成
４
年
度
の
見
通

し
は
い
か
が
か

答　

院
内
感
染
が
拡
大
し

た
影
響
も
あ
り
、
厳
し
い

経
営
状
況
で
あ
る
。
７
月

実
績
で
５
千
万
円
の
減
収
。

今
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
緊
急

新型コロナウイルス感染症は
患者減少が第一義
医療現場の窮状に理解を

包
括
支
援
事
業
補
助
金
は

９
月
ま
で
で
終
了
。
現
状

の
ま
ま
感
染
状
況
が
続
け

ば
赤
字
と
な
る
見
通
し
で

あ
る
。

問　

水
俣
市
は
現
在
の
社

会
活
動
を
維
持
し
て
い
く

と
思
う
が
、
患
者
数
の
減

少
が
第
一
義
。
市
民
の
不

安
の
解
消
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か

答　

こ
れ
ま
で
通
り
感
染

対
策
の
徹
底
を
図
り
な
が

ら
社
会
経
済
活
動
を
継
続

し
て
い
く
。

岩阪　雅文  議員

（市政創造クラブ）

問　

恋
路
島
に
つ
い
て
は

「
恋
路
島
が
た
り
」
と
し

て
す
で
に
報
告
書
が
出
さ

れ
て
い
る
。
具
体
的
な
取

り
組
み
は

答　

冊
子
の
中
で
、
恋
路

島
へ
の
渡
航
は
20
人
と
す

る
な
ど
、
貴
重
な
自
然
と

共
存
し
な
が
ら
、
利
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

市
長
が
平
成
27
年
９

月
定
例
会
の
一
般
質
問
で

観
光
振
興
と
し
て
質
問
し

て
か
ら
約
７
年
、
ま
た
総

合
計
画
の
策
定
か
ら
４
年
、

市
長
の
基
本
的
考
え
は
い

か
が
か

答　

エ
コ
パ
ー
ク
を
中
心

と
す
る
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施

設
に
大
会
や
合
宿
を
誘
致

し
、
人
を
呼
び
込
む
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
経

済
の
活
性
化
を
推
進
し
て

い
る
。
重
要
な
観
光
資
源

で
あ
り
相
乗
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
方
策
を
考
え

る
。

問　

具
体
的
な
推
進
計
画

策
定
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
や
関
係
者
を

交
え
た
推
進
委
員
会
等
の

設
置
は
い
か
が
か

答　

「
活
力
生
ま
れ
る
水

俣
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

恋
路
島
に
特
化
し
た
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。
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不
登
校
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
学
習
機
会

の
保
障
に
つ
い
て

食
糧
増
産
の
取
組
に

つ
い
て

水
俣
市
後
援
等
承

認
申
請
の
取
扱
い

に
つ
い
て

問　

文
科
省
は
、
不
登
校

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
支

援
は
ど
う
あ
る
べ
き
と

言
っ
て
い
る
か

答　

「
学
校
に
登
校
す

る
」
と
い
う
結
果
の
み
を

目
標
に
せ
ず
「
社
会
的
自

立
」
を
目
指
す
こ
と
。
学

業
の
遅
れ
が
進
路
上
の
不

利
益
に
な
る
リ
ス
ク
を
考

慮
す
る
こ
と
と
あ
る
。

問　

前
回
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
が
通
う
「
自
立

支
援
室
」
が
な
ぜ
午
前
中

の
み
の
開
設
な
の
か
聞
い

た
際
、
本
人
た
ち
か
ら
希

望
が
な
い
か
ら
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
在
籍
し
て
い

る
者
の
希
望
調
査
を
し
た

か答　

し
て
い
な
い
。

問　

不
登
校
児
童
・
生
徒

に
は
、
集
団
生
活
に
馴
染

め
な
い
特
性
を
持
っ
た
子

ど
も
が
一
定
数
い
る
。
午

後
か
ら
や
っ
と
エ
ン
ジ
ン

が
か
か
る
子
も
い
る
。「
自

立
支
援
室
」
を
午
後
も
開

放
し
、
学
習
な
ど
の
機
会

を
保
障
す
べ
き
で
は
な
い

か答　

自
立
支
援
室
の
目
的

は
学
校
や
社
会
に
適
応
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

で
あ
る
。
必
ず
し
も
学
校

へ
の
登
校
の
み
を
追
求
す

る
こ
と
は
な
い
が
、
で
き

る
だ
け
早
く
学
校
に
戻
れ

る
よ
う
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
、
午
後
か
ら
は
学
校
に

登
校
す
る
機
会
と
し
た
い
。

よ
っ
て
午
前
中
の
開
設
が

適
当
と
考
え
て
い
る
。

世界の穀物価格が史上最高値に
遊休地を利用して小麦・大豆の生産を

問　

穀
物
価
格
の
最
新
動

向
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　

北
米
の
干
ば
つ
や
後

進
国
の
需
要
増
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
な
ど
で
史
上
最

高
値
を
更
新
し
て
い
る
。

問　

気
候
危
機
に
よ
る
食

料
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

食
料
の
海
外
依
存
体
質
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
本
市
の
遊
休
地
を

利
用
し
て
小
麦
・
大
豆
を

生
産
し
、
給
食
に
提
供
で

き
な
い
か

答　
Ｊ
Ａ
に
よ
る
と
大
豆

の
産
地
化
は
す
す
め
た
こ

と
は
な
い
が
、
小
麦
は
病

気
が
出
や
す
く
玉
ね
ぎ
の

普
及
に
切
り
替
え
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
給

食
は
安
価
で
安
定
し
た
収

量
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

現
状
で
は
本
市
で
の
調
達

は
想
定
し
難
い
。

問　

安
価
で
安
定
し
た
小

麦
・
大
豆
の
価
格
や
輸
入

高岡　朱美  議員

（日本共産党）

量
が
い
つ
ま
で
も
続
く
と

は
限
ら
な
い
。
私
が
調
べ

た
限
り
で
は
特
に
大
豆
は

肥
料
も
ほ
と
ん
ど
い
ら
ず
、

栽
培
し
や
す
い
。
遊
休
農

地
解
消
に
も
資
す
る
と
考

え
た
が
、
逆
に
何
か
活
用

方
法
を
考
え
て
い
る
の
か

答　

農
業
委
員
会
が
定
期

的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え

活
用
が
見
込
め
る
場
合
に

は
補
助
金
を
支
給
す
る
な

ど
解
消
に
努
め
て
い
る
。

問　

本
市
が
「
後
援
」
を

承
認
す
る
基
準
は
何
か

答　

団
体
や
内
容
の
「
公

益
性
」
の
高
さ
が
基
準
で

あ
る
。
政
治
団
体
、
宗
教

団
体
は
中
立
性
を
損
ね
る

こ
と
か
ら
対
象
外
と
し
て

い
る
。

問　

旧
統
一
教
会
関
連
団

体
主
催
の
「
ピ
ー
ス
ロ
ー

ド
」
に
５
年
連
続
後
援
し

て
い
る
。
当
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
文
鮮
明
が
提
唱
し

た
と
紹
介
が
あ
る
。
調
査

が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か

答　

調
査
で
要
綱
に
抵
触

す
る
事
実
は
確
認
で
き
ず
、

当
時
の
事
務
処
理
に
問
題

は
な
か
っ
た
と
思
う
。

問　

熊
本
市
が
発
表
し
た

26
団
体
他
に
つ
い
て
も
本

市
と
の
関
わ
り
を
調
べ
、

関
わ
り
が
あ
れ
ば
後
援
を

取
り
消
し
て
は
ど
う
か

答　

「
熊
本
県
の
使
命
と

未
来
・
２
０
２
０
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
一
度
後
援
し
た

が
、
過
去
の
実
績
を
取
り

消
す
つ
も
り
は
な
い
。



13

No.93

問　

新
庁
舎
の
使
い
勝
手

や
市
民
の
反
応
は
ど
う
か

答　

案
内
表
示
や
駐
車
場

に
つ
い
て
の
ご
意
見
な
ど

あ
る
が
、
第
二
期
工
事
と

併
せ
て
解
消
に
努
め
た
い
。

問　

男
性
用
ト
イ
レ
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
置

け
な
い
か
。
ま
た
、
浄
水

器
や
売
店
の
現
状
は
ど
う

か答　

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
は
、
全
ト
イ
レ
に
す
で

に
設
置
し
て
お
り
、
浄
水

器
も
２
階
に
設
置
し
て
い

る
。
売
店
に
つ
い
て
、
証

紙
や
印
紙
は
対
策
済
み
で

あ
り
、
物
販
は
利
用
者
に

よ
り
良
い
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
制
度

が
あ
る
の
か

答　

そ
の
仕
組
み
は
な
い
。

問　

市
営
住
宅
の
浄
化
槽

維
持
管
理
契
約
は
、
業
者

と
住
民
が
結
ぶ
も
の
で
は

な
く
、
管
理
者
で
あ
る
市

と
業
者
と
が
結
ぶ
べ
き
な

の
で
は
な
い
か

答　

維
持
ま
た
は
運
営
に

要
す
る
費
用
は
入
居
者
の

費
用
負
担
業
務
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
維
持
管
理
に

係
る
業
務
は
入
居
者
と
業

者
と
の
間
で
契
約
し
て
も

ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。

問　

空
家
の
多
い
団
地
や

世
帯
数
に
よ
っ
て
生
じ
る

不
平
等
感
を
ど
う
解
消
す

本市出身である江口寿史氏の
ミュージアムを是非このまちに

市
民
の
暮
ら
し
や

す
さ
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
暮
ら
し
方

と
学
び
の
機
会
に
つ
い
て

本
市
の
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

本
市
の
下
水
処
理
に
つ
い
て

る
の
か

答　

入
居
者
の
ご
意
見
等

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

業務内容看板も新たに設置

木戸　理江  議員

（真志会）

問　

女
子
ト
イ
レ
の
個
室

に
生
理
用
品
を
配
置
し
て

は
ど
う
か

答　

児
童
生
徒
と
の
対
話

で
体
調
や
状
況
確
認
す
る

た
め
保
健
室
に
常
備
し
て

お
り
、
現
時
点
で
の
ト
イ

レ
へ
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。

問　

子
ど
も
議
会
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か

答　

実
施
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

問　

高
校
生
を
対
象
と
す

る
事
業
は
行
わ
な
い
か

答　

今
後
の
青
少
年
育
成

市
民
会
議
の
中
で
も
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

本
市
が
観
光
大
使
に

委
嘱
し
た
江
口
寿
史
氏
の

功
績
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
の
か

答　

ポ
ス
タ
ー
や
グ
ッ

ズ
・
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ

ク
等
に
活
用
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
観
光
大
使
の
活
動

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
へ
の
来

訪
や
企
画
等
で
ご
助
力
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

江
口
氏
の
展
示
会
を

本
市
で
開
催
で
き
な
い
か

答　

企
画
元
の
条
件
を
考

慮
す
る
と
困
難
だ
が
、
本

市
で
実
現
可
能
な
個
展
開

催
等
に
つ
い
て
、
江
口
氏

の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら

考
え
て
い
き
た
い
。

問　

江
口
氏
の
作
品
の
保

管
も
兼
ね
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
建
設
が
で
き
な
い
か

答　

重
要
な
文
化
的
財
産

と
し
て
の
守
り
方
も
重
要

で
あ
り
、
財
源
確
保
や
運

営
体
制
の
構
築
な
ど
総
合

的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

問　

新
規
建
設
費
用
が
か

か
る
な
ら
、
旧
湯
出
中
学

校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

設
置
し
て
は
ど
う
か

　

同
時
に
市
民
参
加
の
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

は
ど
う
か

答　

様
々
な
条
件
を
考
慮

し
な
が
ら
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
も
総
合
的
に
判
断

し
て
い
き
た
い
。

問　

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
に

つ
い
て
、
多
く
の
観
光
客

の
来
場
に
よ
る
地
元
業
者

や
本
市
に
有
益
と
な
る
具

体
的
な
策
は
な
い
か

答　

市
内
へ
の
周
遊
を
促

し
、
観
光
消
費
を
伸
ば
す

仕
掛
け
を
考
え
て
い
く
。

問　

本
市
の
特
産
品
や
団

体
と
の
コ
ラ
ボ
が
で
き
な

い
か

答　

事
業
者
や
団
体
と
連

携
協
力
し
、
和
紅
茶
サ

ミ
ッ
ト
や
防
災
フ
ェ
ス
タ

等
開
催
予
定
で
あ
る
。江口氏イラストのマンホール
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第

７
波
は
、
本
市
で
の
感
染
者
が
二
桁
で

推
移
す
る
な
ど
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
が
、
現
在
は
少
し
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
よ
う
で
す
。
日
常
の
生
活
や
市

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
も
従
来
通
り
に

戻
る
の
は
ま
だ
先
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
日
々
の
活
力
だ
け
は
失
わ
ず

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

円
安
及
び
世
界
情
勢
な
ど
に
起
因
す

る
物
価
上
昇
は
大
き
な
懸
念
材
料
で
す

が
、
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、

農
林
水
産
業
や
商
工
業
の
個
人
・
事
業

者
に
対
し
て
は
、
燃
油
高
騰
対
策
の
支

援
事
業
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

内
容
を
お
知
り
に
な
り
た
い
際
は
、
お

気
軽
に
議
員
や
市
役
所
各
担
当
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
２
か
月
と

な
り
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り
目
と
も

な
り
ま
す
の
で
、
体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ

ぬ
よ
う
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長　

小
路　

貴
紀

　
　

副
委
員
長　

松
本　

和
幸

　
　

委　
　

員　

岩
阪　

雅
文

　
　
　

〃　
　
　

桑
原　

一
知

　
　
　

〃　
　
　

杉
迫　

一
樹

　
　
　

〃　
　
　

平
岡　

朱

　
　
　

〃　
　
　

牧
下　

恭
之

事
務
局
職
員　

藤
澤　

亜
未　

市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

８月10日　議会運営委員会
　　25日　議会運営委員会
　　　　　各派代表者会議
９月１日　議会運営委員会
　　　　　令和４年第５回水俣市議会定例会開会
　　13日　一般質問
　　14日　一般質問
　　15日　議会運営委員会
　　　　　一般質問
　　　　　全員協議会
　　16日　各常任委員会
　　22日　議会運営委員会
　　　　　令和４年第５回水俣市議会定例会閉会
　　27日　議会だより編集委員会
　　30日　「交通事故死ゼロを目指す日」キャン

ペーン
10月３日　水俣芦北広域行政事務組合議会定例会
　　５日　議会だより編集委員会
　　７日　厚生文教委員会（令和３年度病院事業

会計、国民健康保険事業、後期高齢者

議 会 の 主 な 動 き議 会 の 主 な 動 き
（令和４年８月１日～10月31日）

医療及び介護保険特別会計の決算審査）
　　11日　議会だより編集委員会
　　　　　議会運営委員会
　　14日　総務産業委員会（令和３年度水道事業会

計及び公共下水道事業会計の決算審査）
　　　　　議会だより編集委員会
　　17日　総務産業委員会行政視察（兵庫県）（～

19日）
　　24日　一般会計決算特別委員会（令和３年度

一般会計の決算審査）（～26日）
　　26日　全員協議会
　　28日　第17回伊佐・出水・阿久根・水俣４市

議会議員研修会

10月19日　〇長野県上田市議会
　　　　　　みなまたエコタウンの取組について

（令和４年８月１日から10月31日）

他市町村からの視察
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